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松
尾
芭ば
し
ょ
う蕉
と
本ほ
ん
ま間
自じ
じ
ゅ
ん準

潮
来
市
の
誇
れ
る
文
化

第
138
回

　

江
戸
期
の
俳
人
松
尾
芭
蕉
（
桃
青
）
は
、
貞
享
四

年
（
一
六
八
七
）
八
月
十
四
日
に
門
人
の
曽そ

ら良
・

宗そ
う
は波
の
二
人
を
伴
い
、
深
川
の
草
庵
を
出
発
し
鹿
島

の
仲
秋
の
名
月
を
見
る
旅
に
出
ま
し
た
。

　

鹿
島
来
遊
は
芭
蕉
四
十
四
歳
の
時
の
紀
行
文
と

し
て
『
鹿
島
詣
』
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
鹿
島

来
遊
の
目
的
は
、
前さ

き

の
根
本
時
住
職
仏
頂
和
尚
に
会

い
、
共
に
鹿
島
で
の
仲
秋
の
名
月
を
見
る
こ
と
で
し

た
が
、『
鹿
島
詣
』
の
末
文
か
ら
、
も
う
一
つ
の
目

的
が
あ
り
、
友
と
の
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
次
の
よ
う
に
『
鹿
島
詣
』
は
結
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
　
　

帰
路
自
準
に
宿
す

　

塒ね
ぐ
らせ

よ
わ
ら
ほ
す
宿
の
友
す
ゞ
め　
　
　

主
人

　

秋
を
こ
め
た
る
く
ね
の
指
杉　
　
　
　
　

 

客

　

月
見
ん
と
汐し

お

引
の
ぼ
る
船
と
め
て　
　
　

ソ
ラ

　
　
　

貞
享
丁
卯
秋
末
五
日

　

こ
の
三
吟
句
の
「
客
」
と
は
芭
蕉
の
こ
と
で
す
。

「
主
人
」
は
医
師
の
本
間
道ど

う
え
つ悦
（
松
江
）
説
が
最
も

有
力
で
す
。

　

芭
蕉
は
江
戸
へ
の
帰
路
、
潮
来
の
本
間
自
準
（
自

準
は
開
設
し
た
診
療
所
の
名
前
）
を
訪
問
し
、『
鹿

島
詣
』
を
自
準
宅
で
書
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
本
間
家
に
伝
わ
っ
て
い
た
芭
蕉
の
真
蹟
を
宝
暦

二
年
（
一
七
五
二
）
に
『
鹿
島
詣
』
と
し
て
出
版

し
、
広
く
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
間
道
悦
は
近
江
大
垣
藩
の
武
士
本
間
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
「
島
原

の
乱
」
に
出
陣
（
当
時
十
五
才
）
す
る
も
負
傷
し
、

武
士
を
あ
き
ら
め
医
師
と
な
り
、
戸
田
藩
の
藩
医
と

な
り
ま
し
た
。
医
術
の
研
究
を
志
し
、
江
戸
に
出
た

道
悦
は
、
日
本
橋
青
物
町
に
居
を
構
え
ま
し
た
。
医

術
は
評
判
と
な
り
、
松
尾
芭
蕉
と
も
親
交
を
深
め
、

道
悦
は
芭
蕉
か
ら
俳
諧
を
習
い
「
松
江
」
と
い
う
俳

号
を
得
、
芭
蕉
へ
は
医
術
、
薬
草
知
識
な
ど
を
教
え

る
仲
で
し
た
。
延
宝
十
年
（
一
六
八
二
）
潮
来
天
王

河
岸
近
く
に
居
を
構
え
「
自
準
亭
」
と
い
う
診
療
所

を
開
き
ま
す
。
ま
た
「
読
み
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
を

中
心
に
「
礼
儀
作
法
」
や
日
常
生
活
に
必
要
な
事
柄

を
教
え
る
塾
（
寺
子
屋
）
を
開
き
庶
民
教
育
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　

潮
来
長
勝
寺
境
内
に
は
、『
鹿
島
詣
』
の
三
吟
句

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
碑
陰
か
ら
昭
和
七

年
の
建
立
で
あ
り
、
長
谷
川
泰
山
叟
の
発
案
に
よ

り
、
芭
蕉
鹿
島
詣
の
際
に
潮
来
自
準
で
宿
し
た
こ
と

に
因
み
、『
鹿
島
詣
』
の
真
筆
を
模
し
碑
を
営
ん
だ

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

 

（
参
考
文
献
）

　

ふ
る
さ
と
潮
来　

第
３
輯
・
第
５
輯　
　

　

小
川
稽
医
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ふ
る
さ
と
文
庫　
　

潮
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町
史

　

茨
城
の
文
学
碑
百
選　

Ⅳ

　

 

潮
来
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

石
津　

藤
好 

潮来天王河岸近く
本間自準亭跡の碑

長勝寺に建つ三吟句碑

　

令
和
４
年
12
月
23
日
付
け
で
、「
長
山
（
永

山
）
城
跡
」
が
潮
来
市
指
定
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
指
定
に
よ
り
、
市
指

定
文
化
財
は
92
件
と
な
り
、
国
・
県
指
定
を

含
め
た
指
定
文
化
財
の
件
数
は
１
２
３
件
と

な
り
ま
し
た
。

名　
　

称
：
長
山(

永
山)

城
跡

所 

在 

地
：
潮
来
市
永
山
字
城
山
１
９
０
０
外

指
定
区
分
：
史
跡

　

長
山
城
は
、
行
方
忠
幹
六
世
の
孫
で
、
小

高
幹
平
の
次
子
知
幹
が
、
現
在
の
永
山
の
地

を
領
し
築
城
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
時

代
と
し
て
は
鎌
倉
時
代
の
後
期
で
、
知
幹
が

長
山
氏
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。
十
代
幹
綱
の

時
、
大
永
二
年
（
１
５
２
２
年
）
に
隣
接
す

る
島
崎
利
幹
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
落
城
す
る

ま
で
二
百
数
十
年
続
き
ま
し
た
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
城
跡
に
は
、
本
丸
跡
・

二
の
丸
跡
・
土
塁
跡
・
濠
跡
・
桝
形
跡
等
の

遺
構
が
見
事
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
西
約

１
８
０
ｍ
、
南
北
約
50
ｍ
（
本
丸
・
二
の

丸
）
の
小
さ
な
城
に
大
型
の
城
並
み
の
諸
施

設
を
取
り
入
れ
た
中
世
城
館
遺
構
と
し
て
、

貴
重
な
存
在
で
す
。

　

現
在
も
城
跡
の
周
辺
に
は
、
城
山
・
根
古

屋
・
門
前
・
寺
台
・
弓
内
・
浜
弓
場
等
の
関

係
地
名
を
多
く
残
す
と
と
も
に
、
落
城
等
に

際
し
て
の
言
い
伝
え
も
語
り
継
が
れ
て
い
ま

す
。

「
長
山(

永
山)

城
跡
」
が

　

潮
来
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

長山(永山)城跡全景 長山(永山)城跡濠跡


